
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T1202 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 工芸入門 単位数 1単位 年次 2～4年次 

使用教科書 特になし 

副教材等 自作プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ガラス､プラスチック､漆､籐材､陶磁土､木材､金属等の作品制作を通して、美術工芸に関する基本的な 

内容と鑑賞の分野について学習します。 

・サンドブラスター､彫刻刀､カッターナイフ､ハサミ等の基本機材､用具の活用技術を学ぶとともに､

個々の感じ方や考え方を生かした創作活動を行いましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術工芸に関する幅広い活動を通して､美的工芸的体験を豊かにし､生涯にわたって美術工芸を愛

好する心情を育てるとともに､美的感性を高め､自身の創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし､美術工

芸文化についての資質・能力を次のとおり育成する。 

1 創造的な美術工芸の表現をするために必要な技能を身に付けるとともに､表現の意図に応じて､表

現方法を工夫することができるようにする。 

2 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、感性や想像

力を働かせて､目的や機能､美しさ等から主題を生成し､創造的な表現の構想を練られるように

する。 

3 美術工芸の創造活動の喜びを味わい､美術工芸文化に関心を持ち､主体的に表現や鑑賞の創造

活動に取り組もうとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創造的な美術工芸の表現を

するために必要な技能を身

に付けるとともに､表現の

意図に応じて､表現方法を

工夫することができるよう

になる。 

感性や想像力を働かせて､感

じ取ったことや考えたこと､

目的や機能､美しさ等から主

題を生成し､創造的な表現の

構想を練られるようになる｡ 

 

多様な表現方法を経験するこ

とにより､美術工芸の創造活

動の喜びを味わい､美術工芸

文化に関心を持ち､主体的に

表現や鑑賞の創造活動に取り

組もうとする姿勢を育む。ま

た、美術工芸作品等の表現の

工夫や美術工芸文化等を理解

し､その良さや美しさを創造

的に味わうことができるよう

になる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

４
月(

10
月) 

オ
リ
エ
ン
テ
｜
シ
ョ
ン 

・鉛筆でのｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ 

・ｶﾞﾗｽ本体への転写  

 

a:身近なものをテーマに創造

的な表現をするために必要

な技能を身に付け、表現方

法を工夫している。 

b:身近なものを見つめなお

し、よさや美しさに気づき、

感じ取ったことや考えたこ

となどを基に構想を練り、

配置や構図を工夫して表現

することができる。 

c:鉛筆を使用した創造活動の

喜びを味わい､主体的に創

造活動に取り組もうとして

いる。 

プリント

課題 

 

制作 

課題 

制作 

課題 

 

作品 

鑑賞 

鑑賞 

態度 

 

鑑賞中

の発言 

５
月
～
６
月(

11
月
～
12
月) 

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
加
工 ・サンドブラスター加工 

・ガラス本体への転写 

・ガラスのペーパーウェイト

作成 

a：サンドブラスト加工を用い

て創造的な表現をするため

に必要な技能を身に付け、

表現方法を工夫している。 

b：ペーパーウェイトの実用性

と創造的な表現を調和する

ために完成や想像力を働か

せて、創造的な表現の攻勢

を練っている。 

c：サンドブラスト加工による

創造活動の喜びを味わい､

主体的に創造活動に取り組

もうとしている。 

プリント

課題 

 

制作 

課題 

制作 

課題 

 

作品 

鑑賞 

鑑賞 

態度 

 

鑑賞中

の発言 

７
月
～
８
月(

12
月
～
１
月) 

ス
ト
ラ
ッ
プ
ア
ク
セ
サ
リ
｜
制
作 

・水彩色鉛筆の活用 

・水彩色鉛筆でのアイデア

スケッチ 

・積層色添によるストラップ

アクセサリー制作 

a：水彩色鉛筆を用いた作品の

美しさやよさに気づき、創

造的な表現をするために必

要な技能を身に付け、表現

方法を工夫している。 

b：ストラップ作製の技能的工

夫の中で完成された作品の

形状や雰囲気を工夫して表

現することができる。 

c：水彩色鉛筆を活用した創造

活動の喜びを味わい､主体

的に創造活動に取り組もう

としている。 

プリント

課題 

 

制作 

課題 

制作 

課題 

 

作品 

鑑賞 

鑑賞 

態度 

 

鑑賞中

の発言 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

８
月
～
９
月(

１
月
～
２
月) 

木

彫

・

塑

造

・

籐

工

芸 

・ペーパーナイフ作製 

・マネーバンカー作製 

・籐バスケット作製 

a：木彫・塑造・籐工芸作品の

美しさやよさに気づき、創

造的な表現をするために必

要な技能を身に付け、表現

方法を工夫している。 

b：木彫・塑造・籐工芸作品の

よさや美しさに気づき、感

じ取ったことや考えたこと

などを基に構想を練り、配

置や構図を工夫して表現す

ることができる。 

c：木彫・塑造・籐工芸作品の

作製をとおして創造活動の

喜びを味わい､主体的に創

造活動に取り組もうとして

いる。 

プリント

課題 

 

制作 

課題 

制作 

課題 

 

作品 

鑑賞 

鑑賞 

態度 

 

鑑賞中

の発言 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


